
《外反母趾（がいはんぼし）》

・検査、診断

外反母趾とは、足の親指（母趾）が「く

の字」に曲がり、親指の付け根が外側に突
出する状態です。突出した部分が靴にあ

たって痛みが出たり、歩行に影響したりす

ることがあります。靴の歴史の長い欧米人
に多い病気でしたが、最近は日本でも急速

に増えています。また、男性よりも女性の

患者数のほうが圧倒的に多いという特徴が
あります。
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検査に関する疑問、質問などございましたらお気軽に検査担当技師までお問い合わせください。

・予防法

足に合わない靴を長時間履くことは、足の負担につながります。

そのため、つま先にゆとりのある靴を選んだり、ヒールの高い靴を
長時間履き続けないことが大切です。また、体重がかかり足への負

担が増えることによって、変形が促進されることがあるため、体重

管理も大切です。他には、加齢に伴い、足の筋肉や関節が弱くなり
変形が起こるため、足指を動かす運動をこまめに行うことも重要で

す。

外反母趾は、足の形状や見た目から判断されますが、詳しい状態

を確認するためにX線検査（レントゲン検査）が行われます。X線
検査では、母趾の変形の程度や関節の状態を確認し、骨や関節に

異常がないかを調べたうえで、治療方針を決定します。また、関

節リウマチや関節が不安定になりやすい先天性疾患などの可能性
を確認するため、血液検査や追加の画像検査（CT検査やMRI検

査）が行われることもあります。

・外反母趾とは

外反母趾
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